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第１章 第１節 内容確認

① 電子計算機の動作を想像する・・・２進数処理確認
（前提・加法・シフト・補数・５大機能）

② コンピュータの内部構造・外部装置・インターフェース

③ コンピュータにおけるデータ（0,1）の表現方法
（電圧，磁石，凹凸，電荷等）

④ データの量を表す単位（ビット，バイト，接頭辞）

⑤ アナログをディジタルへ・・・そして０と１だけに・・・
（ディジタル化のデメリット・メリット）

⑥ コンピュータが計算するしくみ（論理演算と論理回路）

⑦ ハードウェア＋ソフトウェア＝コンピュータ
※ソフトウェアに関する内容はアルゴリズム等とともに行う
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ハードウェア：５大機能（５大装置）

５大機能（５大装置）
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関連：p17

中央演算処理装置(CPU)

主記憶（装置）：暗記する
補助記憶（装置）：メモする

※ 装置の図は，p17で確認。

コンピュータが扱うデータの最小単位ビット
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ビット（binary digit）・・・２進数の桁数

 実在する「何か」を２進数と１対１対応させる
⇔ 「何か」を２進数で表現する。

 多くの桁が必要 ⇔ データ（情報）が多い。

問い：片手の指を伸ばすか折り曲げるか（２つの状態の変化）で，
何通りの状態を表すことができるか。

関連：p15

２ビット ： ２桁までの２進数・・・・ 通りの状態を表すことができる。

３ビット ： ３桁までの 〃 ・・・・ 通りの状態を表すことができる。

４ビット ： ４桁までの 〃 ・・・・ 通りの状態を表すことができる。

ｎビット ： ｎ桁までの 〃 ・・・・ 通りの状態を表すことができる。

問い：トランプ52枚を０と１だけで区別するためには，何ビット必要か。
※ 「トランプ52枚は〇ビットのデータ量（情報量）である」ということがある。

１つの値に対する演算
• 「NOT演算」

２つの値に対する演算の例
• 「論理和(OR演算)」

• 「論理積(AND演算)」

• 「排他的論理和(XOR演算)」

論理演算とは
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論理演算：０偽と１真だけの計算

関連：p18

右図：Googleの画面コピー

関連：p18

２進数２桁までの足し算ができる回路（３桁表示）
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半加算回路３つ＋ OR
AND:６個，OR:４個，
NOT:３個 を繋げばできる

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

A 00 00 00 00 01 01 01 01 10 10 10 10 11 11 11 11

B 00 01 10 11 00 01 10 11 00 01 10 11 00 01 10 11

X 000 001 010 011 001 010 011 100 010 011 100 101 011 100 101 110

出力：一の位

出力：十の位

出力：百の位

入力：一の位

入力：十の位

十位から百位へ繰上り

一位から十位へ繰上り
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関連：p20

ユーザインタフェース
コンピュータと人との接点・境界面
（操作方法・操作結果の示し方）

キーボードで
操作する

キャラクタユーザ
インタフェース
（ＣＵＩ）

OSの役割（操作方法の統一）


